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恩 納 村 史
編 さ ん
だ よ り68

歴
史
資
料
を
集
め
て
読
み
解
く
こ
と
〜
恩
納
間
切
番
所
の
光
景
を
中
心
に
〜

扁額の裏（王文治の書）

扁額の表（王文治の書）

　
恩
納
村
は
１
１
１
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
１
９
０
８
年
に
沖
縄
県
及
島
嶼

町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
琉
球
王
国
時

代
の
行
政
単
位
で
あ
っ
た
恩
納
間
切

は
恩
納
村
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ

か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
恩
納
間
切
は
、
１
６
７
３
年
に
金

武
間
切
の
一
部
と
読
谷
山
間
切
の
一
部
の
村
々
に
よ
っ
て

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
設
当
時
の
村
名
（
現
在
の
字
に
相

当
）を
示
す
と
、以
下
の
通
り
で
す
。
金
武
間
切
の
恩
納
村
・

瀬
良
垣
村
・
安
富
祖
村
・
名
嘉
真
村
と
、
読
谷
山
間
切
の

谷
茶
村
・
冨
着
村
・
仲
泊
村
・
久
良
波
村
・
読
谷
山
村
（
現

在
の
字
山
田
）・
真
栄
田
村
・
塩
屋
村
・
与
久
田
村
で
す
。

以
後
、
恩
納
間
切
は
、
２
３
５
年
間
存
続
し
て
い
ま
し
た
。

間
切
の
中
心
地
は
、
恩
納
村
（
現
、
字
恩
納
）
に
あ
っ
た

番
所
で
し
た
。
今
回
、
明
治
期
に
お
け
る
恩
納
間
切
の
番

所
と
そ
の
周
辺
の
光
景
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
１
８
８
１
年
11
月
８
日
か
ら
12
月
４
日
に

か
け
て
、
第
二
代
沖
縄
県
令
の
上
杉
茂
憲
は
沖
縄
本
島
全

域
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
12
月
１
日
・
２

日
に
恩
納
間
切
の
番
所
も
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
時
に
、
沖

縄
県
庶
務
課
記
録
係
が
日
誌
を
記
し
ま
し
た
。

恩
納
村
史
「
歴
史
編
」
専
門
委
員

川

　島

　
　
　淳

上
杉
県
令
一
行
は
、
12
月
１
日
午
後
２
時
25
分
に
恩
納
番

所
に
到
着
し
ま
す
。
番
所
の
光
景
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
恩
納
番
所
の
門
の
位
置
は
、

南
側
よ
り
や
や
西
側
に
面
し
て
お
り
、
周
囲
の
垣
根
に
は
、

蘇
鉄
を
植
え
て
い
ま
す
。
右
側
に
は
２
枚
の
石
で
、「
の

形
に
石
屏
を
立
て
て
い
ま
す
。
番
所
の
庭
に
は
芝
を
敷
き
、

そ
の
南
に
フ
ク
ギ
は
、
傘
を
張
っ
た
よ
う
に
、
秀
麗
に
立

っ
て
お
り
、
門
外
の
南
東
ま
で
連
な
っ
て
お
り
、
古
い
松

は
道
を
挟
ん
で
鬱
蒼
と
茂
っ
て
い
ま
す
。
松
の
上
か
ら
恩

納
岳
の
嶺
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
番
所
の
な
か
に
は
、

床
の
間
の
掛
床
に
徐
葆
光
の
書
「
松
月
有
餘
鑒
」
と
の
五

文
字
が
彫
ら
れ
お
り
、
扁
額
に
は
王
文
治
の
書
「
数
峰
天

遠
」
と
の
四
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
扁
額
の
意

味
は
、
恩
納
岳
が
唯
一
天
界
に
近
く
高
く
そ
び
え
立
っ
て

お
り
、
そ
の
他
の
嶺
は
天
界
に
遠
く
低
い
も
の
で
あ
る
と

い
い
ま
す
」（
現
代
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
）
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
「
松

月
有
餘
鑒
」
は
、
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
松
の
美
し
さ

を
詠
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
文
句
に
注
目
す
る
と
、

恩
納
間
切
の
風
光
明
媚
な
光
景
が
書
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
徐
葆
光
は
、
１
７
２
０
年
頃
の
尚
敬
王
へ
の
冊
封
副
使

で
し
た
。
王
文
治
は
、
１
７
５
６
年
に
尚
穆
王
へ
の
冊
封

使
に
随
行
し
て
琉
球
王
国
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
恩
納
間
切
の
人
々
は
、
中
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
政

府
高
官
に
書
の
揮
毫
（
き
ご
う
）
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
王
文
治
の
書
の
扁
額
の
裏
書
き
に
は
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
　
乾
隆
　
冠
船
御
渡
来
之
時
此
表
字
相
求
候

　
　
呉
姓
久
高
筑
登
之
親
雲
上
幸
孝
検
者
役
之
時

　
　
額
作
せ
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
頭
代
安
富
祖
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
兼
久
親
雲
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
里
大
屋
子
恩
納
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
山
筑
登
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
掟
前
兼
久
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
山
仁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
風
掟
恩
納
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
濱
仁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
掟
仲
泊
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
波
蔵
仁
屋

　
　
乾
隆
二
十
八
年
癸
未
九
月
吉
日

　
　
　
晁
姓
吉
本
筑
登
之
親
雲
上

　
　
　
要
親
彫
之

　
こ
の
記
述
か
ら
、
１
７
５
６
年
に
王
文
治
に
書
を
依
頼

し
た
の
は
首
里
王
府
か
ら
恩
納
間
切
に
派
遣
さ
れ
た
検
者

の
呉
姓
久
高
筑
登
之
親
雲
上
幸
孝
で
あ
り
、
こ
の
書
を
扁

額
と
し
て
１
７
６
３
年
に
彫
っ
た
の
は
晁
姓
吉
本
筑
登
之

親
雲
上
要
親
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。
ま
た
、
恩
納

間
切
の
番
所
役
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
書
の
原
資
料
は
、
扁
額
・
聯
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

す
。
扁
額
と
は
、
屋
内
や
門
戸
な
ど
に
掲
げ
る
書
の
横
書

き
の
も
の
で
あ
り
、
聯
と
は
、
対
句
を
分
け
て
書
い
て
左

右
の
柱
に
掛
け
る
札
の
こ
と
で
す
（
沖
縄
県
教
育
庁
文
化

課
『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
四
四
集
　
扁
額
・
聯

等
遺
品
調
査
報
告
書
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
１
９
８
３

年
）。
扁
額
や
聯
は
、
揮
毫
さ
れ
た
書
の
文
字
に
、
紙
を

貼
っ
て
文
字
の
外
周
に
沿
っ
て
細
い
線
を
引
い
て
写
し
、

写
し
取
っ
た
も
の
を
板
に
貼
り
付
け
て
彫
っ
て
制
作
さ
れ

ま
し
た
。

　
上
杉
が
沖
縄
本
島
を
巡
回
し
た
時
点
に
お
い
て
も
、
こ

の
扁
額・聯
は
、
恩
納
間
切
番
所
で
保
管・掲
示
さ
れ
お
り
、

沖
縄
戦
直
前
ま
で
同
間
切
番
所
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
沖
縄
戦
当
時
に
は
、『
恩
納
村
誌
』（
21
頁
）
に
よ
り

ま
す
と
、
恩
納
村
役
場
か
ら
戸
籍
簿
や
土
地
台
帳
と
い
っ

た
住
民
の
権
利
を
保
護
す
る
文
書
と
と
も
に
、
掛
床
と
扁

額
も
ア
ポ
サ
コ
の
谷
中
に
隠
し
ま
し
た
が
、
大
雨
に
よ
っ

て
土
砂
に
埋
没
し
ま
し
た
。
収
容
所
か
ら
帰
還
後
に
、
あ

る
人
物
が
見
つ
け
て
自
家
用
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
村
役
場
に
戻
さ
れ
、
村
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現

在
で
は
恩
納
村
博
物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
で
は
、
上
杉
県
令
巡
回
日
誌
を
中
心
に
恩
納
間
切

番
所
の
歴
史
的
風
景
を
見
て
き
ま
し
た
。
扁
額
や
聯
、
日

誌
と
い
っ
た
様
々
な
歴
史
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く

と
、
恩
納
村
の
歴
史
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

扁
額
や
聯
の
よ
う
に
、
歴
史
資
料
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
現
在
に
ま
で
保
管
さ
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
文
化
財
を
大
切
に
守
っ
て
い
く
た
め
の
諸
先

輩
方
の
苦
労
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
恩
納
村
史

編
さ
ん
事
業
を
通
じ
て
、
恩
納
村
の
新
た
な
歴
史
資
料
の

発
見
と
、
歴
史
的
風
景
を
村
民
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し

ま
す
。

聯（徐葆光の書）
れん

丙　
子

れ
ん

へ
ん
が
く

う
っ
そ
う

し
ゅ
う
れ
い

れ
ん


